
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

事務事業名 学校施設耐震化推進事業
担当
部署

教育委員会　教育総務課

平成27年度事務事業評価シート(26年度実績)

総合計画体系 根拠法令
計画など

学校教育法第5条、地方自治法第180条の8、地方教育行
政の組織及び運営に関する法律第23条1項7号、建築物
の耐震改修の促進に関する法律基本政策(大項目) 2 ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり

政策(中項目) 3 たくましく生きる力を育むまち　なると

事業
期間

開
始

20 年度
　　　(小項目) 教育行政

施策 1 教育行政の充実 終
期基本事業 7

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか

小中学校校舎・体育館、および幼稚園園舎

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

市立幼稚園、小・中学校施設の耐震化を適切に推進する。

安全で安心な教育環境の整備充実

事業
計画

26年度に何を
計画していたか

・第一中学校の第１期改築工事に着手する。
・幼稚園園舎の耐震補強・改築・非構造部材の耐震化に関する設計を行う。
・小中学校校舎（小学校１１校、中学校３校）については、非構造部材補強設計を行う予定としてい
たが、幼稚園園舎の設計と時期が重複することとなるため、需要超過による請負金額の増加や、
入札不調となることが懸念されることから、平成２６年度は点検及び調査のみを行い、平成２７年
度に設計を行うこととした。
・中学校４校の格技場及び新耐震基準の大麻中学校体育館の非構造部材の点検及び調査を行
う。
・既に耐震性が確保されている体育館（小学校６校）の、非構造部材補強工事を行う。（瀬戸小学
校体育館については、併せて老朽改修工事も行う。）
・鳴門東小学校体育館の改築設計を行う。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 単位

年度末における耐震化率［事業対象施
設のうち耐震性が確保された棟数］

85.9［130］ 90.1［135］
95.1
[142]

96.5
[145]

97.9
[147]

％
［棟］

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

26年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

○第一中学校の第１期改築工事に着手。（平成２７年度へ繰越）
○幼稚園園舎の耐震補強に関する設計に着手。（平成２７年度へ繰越）
○小中学校校舎の非構造部材に係る点検及び調査を実施。
○構造体の耐震性が確保されている体育館（小学校５校）の非構造部材耐震改修工事を実施。
○鳴門東小学校体育館の改築設計に着手。（平成２７年度へ繰越）

事業実施手法

指標名 25年度実績 26年度実績 27年度目標 28年度目標 29年度目標 単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1
耐震性ありと診断された棟および前年
度までに耐震化が完了した棟数

99 130 135 142 145 棟

－
％
［棟］

2 年度中に耐震化が完了した棟数 31 5 7 3

－ －

2 棟

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

年度末における耐震化率［事業対象施設
のうち耐震性が確保された棟数］

83.3
[130]

90.1
[135]

－ －

％

今年度の進捗状況 未達成 事業全体の進捗状況 遅れている

（千円）

目標達成率(実績/目標) 100.0 －

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

決算額 276,198 18,089 309,500

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成26年度

当初予算額 189,387 0 892,000 15,339 225,082 1,321,808

全体予算額 213,084 15,405 688,300 15,339 103,968 1,036,096

15,339 3,385 622,511

繰越額 53,081 0 302,400 0 27,018 382,499

人件費
正規職員(6,878千円/人) 臨時職員(2,023千円/人) 総人件費 総事業費

3.0 0.0 20,634 643,145

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

　（千円）
【事務事業名：学校施設耐震化推進事業】

事業費推移

年　　度 25年度決算 26年度決算 27年度 28年度 29年度

事業費 1,323,165 622,511 1,766,466 - -

うち一般財源 354,708 3,385 333,463 - -

人件費 27,371 20,634 - - -

総事業費 1,350,536 643,145 1,766,466 - -

B:概ね効率的だった 緊急性の高い事業を優先して実施した。

評価 B:概ね目標を達成できた

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 A:有効性があった
学校施設の耐震化については、園児、児童、生徒の
安全を守るため、必須の事業である。

効率性

②成果に対
する評価

指標名 年度末における耐震化率［事業対象施設のうち耐震性
が確保された棟数］

建物の構造体の耐震化については、概ね目標を達
成した。

目標 90.1［135］ ％　　［棟］

実績  90.1[135] ％　　［棟］

3.現状維持 4.拡充 3

③総合的な評価 B 平成２６年度内に完了せず、平成２７年度への繰り越
しを行った事業があったため。

課題

○堀江北幼稚園及び成稔幼稚園の園舎の耐震化について、学校再編や、認定こども園制度への移行
の状況を注視しながら、検討する必要がある。
○平成２４年度以前に耐震化を行った施設や、構造体の耐震化の必要がなかった施設については、窓
ガラス等の非構造部材の対策が未実施となっており、児童生徒の安全性を考慮し、文部科学省からも速
やかに対策を行うるよう通知がなされていることから、計画的に対応を進める必要がある。

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

H27年度

○第一中学校改築工事を引き続き実施する。
○鳴門東小学校屋内運動場については、設計完了後、改築工事に着手する。
○瀬戸小学校及び大麻中学校屋内運動場(格技場含む）の非構造部材耐震改修工事の実
施。
○幼稚園(５園）の耐震補強工事に着手。

H28年度

○第一中学校改築工事を引き続き実施する。
○鳴門東小学校屋内運動場改築工事が完了。

今後の方向性 1.廃止 2.要改善


